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「中山間地域のモデルを創る“創造的過疎”のまちづくり」
～ 人口減少社会を見据えたスマートシュリンクと「人への投資」 ～

大正大学地域構想研究所シンポジウム
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中国山地のほぼ中央に位置し、面積の９割が森林
過疎、少子高齢化が進行する「日本の３０年後の姿」の町として

多くの学術機関におけるモデル地域となっています

農林業を基軸として、緩やかな人口減少を実現させる
町民総活躍の「創造的過疎」のまちづくりへ挑戦しています
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NIKKEI脱炭素アワード（2021年度）

人口最少県の鳥取県の中で、一番高齢化率の高い自治体。
町の面積の９割を占める森林資源を活用し、

過疎、少子高齢化が進行する「日本の３０年後の姿」として、
中山間地域のモデルを創る「創造的過疎」のまちづくりへ挑戦しています。

SDGsの理念を発信するSDGsアンブレラスカイ（日南町庁舎）

廃材を使って製作したSDGsﾊﾞｯｼﾞ

サクラクレパスで子供たちが製作

Ｊ－クレジットによる脱炭素支援

公共施設の芝生化によるコミュニティ創出

ＳＤＧｓ修学旅行の誘致

企業等と連携した森林保全活動全国初の町立林業アカデミー開校

廃棄される農産物を使用した新商品開発 鳥取県内初オーガニックビレッジの取り組み 慶応義塾大学との中山間地域のヘルスケア実証
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自ら考え、動く地域自治組織「まちづくり協議会」発足から２０周年
～行政主体から住民主体へ、公民館を地域運営組織へと転換～
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平成１７年度

町内２つの地域を先行して組織発足

平成１８年度

７地区全てのまちづくり協議会設置

「専任職員」配置

平成２２年度

各まちづくり協議会に５か年計画策定

平成２４年度

「集落支援員」を全地域に配置

令和８年度

まちづくり協議会発足２０周年

↓

「意思決定」「地域間調整」「産業振興」

各地域の強みを生かした取組が展開
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人口が減っても、未来への挑戦は減らさない。




